
６
月
議
会
の
一
般
会
計
補

正
予
算
に
、
飯
能
市
が
向
こ

う
５
年
間
（
平
成
１
９
年
～

２
３
年
ま
で
）
の
事
業
費
を

確
定
で
き
る
、
地
域
再
生
法

の
『
地
域
再
生
計
画
』
の
認

定
を
受
け
、
林
道
と
市
道
の

道
路
改
良
工
事
の
５
年
間
の

事
業
総
額
約
２
６
億
円
の
内
、

約
１
３
億
円
が
交
付
金
と
し

て
入
る
事
に
な
り
、
今
年
度

分
と
し
て
５
２
６
１
万
円
が

新
た
に
増
額
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

市
道
・
林
道
整
備
の

は
ん
の
う
再
生
計
画

今
回
、
飯
能
市
が
手
を
挙

げ
た
の
は
、
林
道
と
市
道
の

整
備
に
つ
い
て
国
の
交
付
金

を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

申
請
に
あ
た
っ
て
の
地
域
再

生
計
画
「
豊
か
な
自
然
と
地

域
の
魅
力
が
奏
で
る
ま
ち
、

は
ん
の
う
再
生
計
画
」
の
中

で
具
体
化
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
林
道
（
交
付

率
５
年
間
で
３
０
％
）
で
は
、

①
原
市
場
ー
名
栗
線
、
②
吾

野
・
花
桐
線
の
２
路
線
。
市

道
（
交
付
率
５
年
間
で
５
０

％
）
で
は
、
①
小
岩
井
・
浄

水
場
通
り
線
、
②
原
市
場
・

石
倉
ー
唐
竹
線
、
③
南
高
麗
・

上
直
竹
線
の
３
路
線
。

来
年
、
平
成
２
０
年
は
、

林
道
で
は

北
川
・
正
丸
線
、

市
道
で
は
、
①
阿
須
ー
小
久

保
線
、
②
大
河
原
ー
永
田
線
、

③
１
ー
４
号
線
（
西
中
通
り

線
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
『
道
整
備
交

付
金
』
を
ど
の
よ
う
に
予
算

化
し
て
行
く
か
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
柔
軟
で
す
。
交
付
金

の
性
格
が
、
こ
れ
ま
で
の
一

年
ご
と
の
補
助
金
申
請
と
違
っ

て
、
５
年
間
の
複
数
の
事
業

に
か
か
る
事
業
費
を
確
実
に

獲
得
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
て
、
交
付
期
間
中
に
事
業

の
変
更
も
申
請
時
の
内
容
と

違
っ
て
も
、
必
要
に
応
じ
て

変
更
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
補
助
金
申
請
よ
り
使

い
勝
手
が
い
い
も
の
と
し
て

歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

懸
念
さ
れ
る

地
方
交
付
税
削
減

し
か
し
、
国
は
、
必
要
な

事
業
に
か
か
る
市
の
借
金
は

地
方
交
付
税
で
措
置
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

国
は
、
「
三
位
一
体
」
の
名

の
も
と
に
平
成
１
６
年
～
１

８
年
ま
で
３
年
間
で
集
中
的

に
地
方
交
付
税
を
削
減
し
ま

し
た
。
『
道
整
備
交
付
金
』

が
市
に
歓
迎
さ
れ
る
一
方
で
、

地
方
交
付
税
を
削
減
し
た
の

で
は
、
結
局
、
地
方
財
政
の

圧
迫
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

川
寺
上
野
線
が
供
用
開
始

に
な
っ
て
、
３
ヶ
月
に
な
り

ま
す
が
、
「
公
民
館
前
交
差

点
で
名
栗
方
面
か
ら
交
差
点

に
入
る
車
が
、
信
号
を
見
誤
っ

て
河
原
町
か
ら
上
が
っ
て
来

る
車
と
接
触
し
そ
う
に
な
る
」

と
苦
情
が
多
く
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
補
助
信
号
を

真
正
面
に
設
置
す
る
対
策
を

講
じ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

梅
雨
入
り
宣
言
が

あ
っ
た
の
に
雨
が

降
ら
な
い
と
怒
っ

て
い
る
人
が
い
ま

す
。｢

あ
の
雲
が

落
と
し
た
雨
に
ぬ

れ
て
い
る
」(

山

頭
火
）
。
そ
ん
な

気
分
に
ひ
た
っ
て

み
た
い
の
に
、
今

日
も
朝
か
ら
夏
の
日
差
し
な

ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
▼
政

治
の
こ
と
に
つ
い
て
は
普
段

あ
ま
り
意
見
を
言
わ
な
い
人

が
怒
っ
て
い
ま
す
。｢

消
え

た
年
金
」
問
題
で
、
国
民
の

批
判
が
冷
め
る
の
を
ね
ら
っ

て
会
期
を
延
長
す
る
こ
と
に

つ
い
て
で
す
。
有
権
者
を
馬

鹿
に
し
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
自
分
の
チ
ー
ム
が
負
け

て
い
る
か
ら
と
、
九
回
ま
で

の
野
球
の
ル
ー
ル
を
勝
手
に

延
長
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の

か
と
い
う
の
で
す
。
ど
う
も

自
民
党
と
公
明
党
の
コ
ン
ビ

が
い
け
な
い
よ
う
で
す
ね
と

説
明
が
い
り
ま
せ
ん
▼
志
位

委
員
長
も｢

か
た
や
侵
略
戦

争
を
反
省
し
な
い
、
か
た
や

言
論
妨
害
を
反
省
し
な
い
、

こ
れ
以
上
悪
い
コ
ン
ビ
は
考

え
つ
か
な
い
ぐ
ら
い
の
”
最

悪
コ
ン
ビ
”｣

と
言
っ
て
い

ま
す
。
有
権
者
も
正
体
を
見

抜
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。
自

民
党
と
変
わ
り
な
い
民
主
党

も
頼
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
。

帰
り
際
に｢

確
か
な
野
党
が

必
要
で
す
」
あ
れ
は
い
い
よ

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

う｢

今
こ
そ｣

が
ん
ば
り
ど
き

な
ん
で
す
。
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「地
域
再
生
計
画
」
の
認
定

地
方
交
付
税
削
減
と
一
体
で
は･･

国民平和大行進

核兵器廃絶・平和なアジア
非核と憲法９条輝く日本へ

飯能平和行進に
ご参加ください

７月１１日（水）午前１０時
飯能市役所集合

集会後市内を行進

原水爆禁止飯能協議会

政
府
の
今
年
の
「
骨
太
の

方
針
」
は
、
参
議
院
選
挙
を

意
識
し
て
、
消
費
税
引
き
上

げ
問
題
を
「
素
通
り
」
し
た

形
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
の
結

果
が
、
今
秋
に
予
定
さ
れ
る

消
費
税
増
税
を
含
む
税
制
改

革
論
議
の
鍵
を
握
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

は
、
６
月
市
議
会
に
消
費
税

の
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書

（
他
に
年
金
問
題
の
解
決
、

偽
装
請
負
根
絶
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
改
善
、
集
団

的
自
衛
権
の
懇
談
会
の
中
止

な
ど
５
本
）
を
国
に
上
げ
る

よ
う
求
め
、
提
案
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
守
会
派
、
公
明
、

民
主
の
反
対
で
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

保
守
会
派
は
消
費
税
増
税
は

必
要
。
公
明
党
は
、
「
ま
だ

提
案
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
意
見
書
を
出
す
必

要
は
な
い
」
。
民
主
党
は
、

「
引
き
上
げ
は
や
む
を
得
な

い
。
む
し
ろ
引
き
上
げ
の
時

期
を
延
ば
し
す
ぎ
て
い
る
」

な
ど
と
し
て
、
わ
が
党
が
提

出
し
た
意
見
書
案
に
反
対
し

ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
で
増
税
政
党

に
厳
し
い
審
判
を
く
だ
さ
な

い
か
ぎ
り
、
消
費
税
増
税
に

『
待
っ
た
』
を
か
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

保
守
・
公
明
・
民
主
が

増
税
反
対
の
意
見
書
に
反
対

消費税

中
央
公
民
館
前
交
差

補
助
信
号
の
改
善
へ



第 一 保 育 所 ● ●● ● ● ● ● ●

八 幡 保 育 所 ● ● ●● ● ● ● ●● ●

第 二 区 保 育 所 ● ●● ● ●

富 士 見 保 育 所 ●● ● ●● ● ●● ●● ● ●

浅 間 保 育 所 ● ●● ● ●● ●● ●● ●

加 治 保 育 所 ● ● ● ● ●

加 治 東 保 育 所 ● ●● ● ●● ● ●● ●● ● ●

美 杉 台 保 育 所 ● ●● ●● ● ●● ● ● ●● ●● ●● ●

吾 野 保 育 所 ● ● ● ● ●

東 吾 野 保 育 所 ● ● ●

原 市 場 保 育 所 ● ● ● ●

●●

●●

●
●●

昨
年
よ
り
区
画
整
理
の
見

直
し
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た

が
３
月
下
旬
に
県
か
ら
「
現

状
を
重
視
し
た
事
業
計
画
策

定
の
指
針
（
案
）
」
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
指

針
に
沿
っ
て
、
見
直
し
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事

業
変
更
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
、
今
後
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

滝
沢
市
議

区
画
整
理
事
業

で
住
民
が
望
ん
で
い
た
こ
と

は
、
下
水
道
、
狭
隘
道
路
、

公
園
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、

現
状
の
住
環
境
が
向
上
す
る

こ
と
で
あ
り
、
碁
盤
の
目
の

よ
う
な
整
備
は
住
民
の
希
望

と
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
今
ま
で
の

計
画
に
つ
い
て
は
、
ど
の
様

に
考
え
て
ま
す
か
。

建
設
部
長

現
在
ま
で
、
公

共
施
設
の
整
備
改
善
と
利
便

性
が
高
く
、
整
然
と
し
た
街

並
を
目
標
に
事
業
を
進
め
て

来
ま
し
た
、
し
か
し
、
結
果

的
に
建
物
移
転
が
多
く
、
事

業
費
の
関
係
も
あ
り
、
長
期

化
を
招
い
て
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

移
転
戸
数
や
事
業
期
間
は

ど
の
様
に
変
わ
る
の
か

滝
沢

今
回
示
さ
れ
て
い
る

内
容
は
、
事
業
範
囲
の
縮
小

は
認
め
な
い
が
、
民
間
開
発

等
に
よ
り
最
低
限
必
要
な
整

備
が
確
保
さ
れ
て
い
る
区
域

な
ど
は
事
業
か
ら
除
外
す
る
。

住
宅
地
で
あ
れ
ば
４
ｍ
の
幅

員
で
よ
い
こ
と
、
袋
地
状
道

路
も
一
定
条
件
で
認
め
、
現

況
の
道
路
網
を
生
か
し
て
整

備
が
出
来
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
計
画
で
は

家
屋
移
転
の
減
少
や
事
業
期

間
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
ど

の
様
に
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

建
設
部
長

建
物
移
転
の
戸

数
や
事
業
期
間
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
の
担
当
と
協
議
を

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
大

幅
な
見
直
し
の
実
例
が
過
去

に
な
い
こ
と
か
ら
協
議
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で

現
在
は
ま
だ
示
す
事
が
で
き

ま
せ
ん
。

滝
沢

岩
沢
南
部
に
つ
い
て

は
８
月
を
目
途
に
説
明
会
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
プ
ラ
ン
が
示
せ
ま

す
か
。

建
設
部
長

今
後
、
市
の
方

針
を
出
し
、
審
議
会
に
事
業

費
や
期
間
、
移
転
戸
数
な
ど

を
示
し
お
諮
り
し
、
そ
の
後
、

説
明
会
で
示
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
い
ま
す
。

住
民
要
望
が
生
き
る
見
直

し
に

滝
沢

説
明
会
後
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
の
計
画
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
大
幅
な
計
画
変
更

が
行
わ
れ
る
中
で
住
民
と
の

意
思
疎
通
、
合
意
形
成
が
十

分
に
な
さ
れ
な
が
ら
事
業
が

行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、
住
民
意
見
・
要
望
を

ど
の
よ
う
に
汲
ん
で
行
く
の

で
し
ょ
う
か
。

建
設
部
長

こ
れ
だ
け
大
き

な
変
更
で
す
の
で
、
全
権
利

者
に
説
明
で
き
る
様
に
、
地

区
を
分
割
し
説
明
す
る
方
法

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
他
に
も
市
の
考
え
方
に

た
い
し
て
、
地
権
者
の
意
向

を
聞
く
機
会
を
設
け
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
田

子
ど
も
た
ち
が
生
き

生
き
と
心
豊
か
に
育
つ
に
は
、

自
然
環
境
や
家
庭
環
境
は
も

ち
ろ
ん
、
豊
か
な
保
育
環
境

の
中
で
こ
そ
、
子
ど
も
の
利

益
は
守
ら
れ
発
達
を
保
障
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
保
育
所

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
飯
能

で
」
と
い
う
市
長
の
言
葉
に

ふ
さ
わ
し
い
保
育
環
境
を
整

え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

他
市
と
比
べ
、
職
員
配
置
で

も
処
遇
面
で
も
飯
能
市
は
異

常
で
あ
る
。
保
育
士
１
０
２

名
の
う
ち
（
所
長
、
主
任
は

別
）
正
規
が
５
２
名
、
臨
時

が
５
０
名
。
他
市
で
は
臨
時

の
一
人
担
任
は
あ
り
得
な
い

と
言
う
が
飯
能
市
は
６
人
、

二
人
と
も
臨
時
が
６
ク
ラ
ス

１
２
人
、
合
計
１
８
名
。
特

に
３
歳
児
ま
で
の
低
年
齢
児

に
臨
時
を
多
く
配
置
し
て
い

る
の
は
問
題
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
の

か
？
退
職
に
対
し
臨
時
雇
用

で
対
応
し
安
上
が
り
の
保
育

を
行
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

臨
時
職
員
の
処
遇
改
善

を
今
年
度
か
ら
よ
う
や
く
担

任
手
当
（
一
日
２
５
０
円
）
が
つ

く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
二
人

が
臨
時
の
場
合
、
手
当
て
は

一
名
だ
け
で
あ
り
、
差
を
つ

け
る
の
は
問
題
。
臨
時
は
何

年
た
っ
て
も
賃
金
は
上
が
ら

ず
一
時
金
も

な
い
。
市
は

保
育
の
仕
事

に
は
専
門
性

を
求
め
る
が
、

そ
れ
に
見
合

う
処
遇
は
し

な
い
。
行
政

が
こ
う
い
う

立
場
で
い
い

の
か
？
正
規
職
員
と
し
て
雇

用
し
、
早
急
な
処
遇
の
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

子
育
て
支
援
は
重
要

施
策
で
あ
り
、
今
ま
で
は
保

育
・
学
童
な
ど
保
育
に
欠
け

る
子
ど
も
を
中
心
に
し
て
き

た
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
支
援
事
業
、
２
ヶ
月
児
相

談
事
業
、
名
栗
小
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
キ
ャ
ン
プ
、
こ
ど
も
応

援
隊
（
原
市
場
）
な
ど
、
す

べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
あ

そ
び
を
豊
か
に
体
験
さ
せ
た

い
。

福
祉
部
長

本
市
が
そ
れ
ほ

ど
低
い
水
準
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
意
欲
を
引
き
出
す

に
は
有
効
な
手
段
と
は
思
う

が
（
処
遇
改
善
が
）
臨
時
は

一
般
の
事
務
職
員
も
お
り
、

そ
れ
ら
を
含
め
て
担
当
課
と

検
討
し
て
い
く
。

川
寺
上
野
線
の
第
一
保

育
所
前
に
信
号
機
を

山
田

以
前
に
も
「
文
教
地

域
で
あ
り
危
険
」
と
取
り
上

げ
た
が
、
自
治
会
や
近
隣
住

民
か
ら
も
信
号
機
の
設
置
を

求
め
る
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。

近
所
の
話
で
も
、
一
小
体
育

館
脇
で
一
時
停
止
す
る
が
、

見
え
に
く
く
前
に
出
て
「
ニ

ア
ミ
ス
」
。
事
故
が
起
き
て

か
ら
で
は
遅
い
。
住
民
の
命

を
守
り
安
全
を
確
保
す
る
の

が
行
政
の
役
割
。
信
号
機
の

設
置
を
強
く
求
め
る
が
。

市
民
生
活
部
長

幼
稚
園
、

保
育
所
、
小
学
校
が
隣
接
す

る
場
で
あ
り
、
今
後
、
警
察

と
も
相
談
し
て
安
全
対
策
を

考
え
て
い
く
。

２００７年６月２４日 ＮＯ．１５７８

見
直
し
は
住
民
の
立
場
で

十
分
な
協
議
を

滝
沢
お
さ
む
市
議
の
一
般
質
問

滝沢おさむ市議

正
規
５
２
名
・
臨
時
５
０
名

異
常
な
職
員
配
置

山
田
と
し
子
市
議
の
一
般
質
問

山田とし子市議

調 査 結 果
担任を任せることはあるか？

入間市ー産休、育休については、

臨時による担任はいくつかあるが

基本的には任さない。

川越、所沢、蕨市ー「あくまでも

臨時という立場なのでありえない」。

一時金は？

入間、蕨市ー正規職員と同じ支給

率。川越ー１・１ヶ月。所沢ー１

０年以上の人には１・１ヶ月。さ

らにパートにも労働に応じて支給。

飯能市ーなし。
●正規職員 ●臨時職員 ●担任をもつ臨時職員

保育所

区画整理


